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本報告の概要
①スウェーデンにおける系図学の状況と典拠史料

②スウェーデン農村史研究における系図の利用状況

③スウェーデン東中部：ウステルユートランド(Östergötland)地
方のフェーダ(Skeda)教区の一大農家系を対象とした考察

④系図学と農村史研究との接点：成果と今後の展望



スウェーデンにおける系図学の発展
●1933年：系図学協会(Genealogiska Föreningen)設立

→1960年代以降に一般人による親族調査・系図学研究が

活発化、史料館側も対応する体制を整備。

●1990年代以降：史料・資料のデジタル化の進行

→親族調査・系図学研究への敷居がさらに低くなる。

●2010年頃から、デジタル史料(資料)のウェブ公開が本格化

→国立史料館(Riksarkivet)HP上に無料で関係史料を公開



系図作成・親族調査に利用される主要な史料
●教会登録簿(kyokoböcker)：『家庭内諮問記録簿』、『移入・移
出記録簿』、『出生・洗礼帳簿』、『婚約・結婚式帳簿』、『死
亡・埋葬帳簿』からなる教区単位の史料群。18世紀半ば以
降はほぼ全ての教区について現存(ただし、一部の年につい
て欠損しているケースがみられる)。
→国立史料館HP上で全教区の史料の写真が無料で公開
※一部の教区について、データベース化され、個人の検索
が可能となっている。その一例が、ユーメオ(Umeå)大学の
「ファミリア(Familia)」(2023年4月に旧版INIDIKOから移行)



『家庭内諮問記録簿』の例：農民Peter Andersson家族記載部分

出典：Skeda kyrkoarkiv, Husförhörslängder SE/VALA/00330/AI/14, s.463,  Riksarkivet.



『家庭内諮問記録簿』同頁のFamiliaでの表示

出典：Skeda SE-VALA-330-AI-14-Husförhör (1831-35), s.463, Familia.



ファミリア：農民Petter Anderssonの家族一覧



スウェーデン歴史学研究における系図利用
●1980年代頃から、歴史学研究において、研究者が調査

 して作成した系図の利用が開始され、今世紀に入って本
格化
 ※1995年に歴史学と系図学の接点となる『親族研究年

報』(Släktforskarnas årsbok)刊行
 ※親族ネットワークの解明、親族・家族間での農場継承

 に関する研究の進展・深化 [佐藤睦朗(2016-a.b)]
●一方で、同時代人が作成した家系図が歴史学・系図学

 で用いられることは稀。18～19世紀の農民層が家系図を
 作成した事例はほとんど知られていない。



スウェーデン農村史研究における系図利用の成果と本報告での課題

●成果①：均分相続地域における、親族ネットワーク内の

  婚姻による農地の細分化回避策の戦略を解明。

●成果②：大農層を中心に、特定の有力な家系の間で婚姻

  関係が形成されていたことを解明。

●本報告での課題：一大農の子および孫世代の社会的流動

 性および農民層維持への戦略について、微視的に考察。

※分析対象：子供は3人、孫は計22人。



18世紀半ば～19世紀後半のスウェーデンにおける変化

①人口増加：18世紀を通じて140万人から240万人に増加。

 1870年までに420万人に至る。

②農村での下層民の増加：農民よりも下の階層であるトルパ

レ(小作人)・小屋住み・間借人・スタータレ(既婚の奉公人・

農業労働者)の数は、1750年の約5万人から1850年には約

20万人にまで増加し、農民層とほぼ同数となった。

③農村下層民の増加の要因：人口増加と市場経済化に伴

い、社会的地位の低下が進行(農民層の子が下層民に

転落するケースの増加)



フェーダ教区を対象とした本報告での考察

●大農層のなかで社会的地位低下傾向がみられるかどうか。

●社会的地位低下を回避しえたとすれば、どのような対策・

  戦略がとられていたか。

●系図を作成したうえで、農場の取引や貸し借りを分析する

 ことの意義は何か。



スウェーデン農民層関連の基本情報①

●騎兵扶養者(Rusthållare)：他の一般農民が負担する地代

 や歩兵扶養負担を免除される一方で、騎兵とその家族、お

 よび騎兵の装備費用を負担した農民。戦争がない時代に

 は、免税部分の利益の方が大きく、富農となる傾向がみら

 れた。18世紀半ば以降の農業革命を推進した層でもある。

●陪審員(Nämdeman)：農民層から選出される郡裁判所の立

会人。有力農民が選出された。1865年に廃止された四身分

制議会(Riksdag)の農民部会議員の多くは、この陪審員経験

者であった。騎兵扶養者が担当するケースも少なくなかった。



スウェーデン農民層関連の基本情報②

●宿場管理者 (Gästgivare)：騎兵扶養者と同様に一般農民の

 租税負担が免除される一方で、宿場の管理を任された農

 民。騎兵扶養者とともに、富農となる傾向がみられた(ただ

 し、負担で破産するケースもあった)。
●ライフサイクル耕作農：農場を取得する前の数年間、農民

民農場を借りて経営を行う層(brukare)をさす。19世紀初め

以降、奉公人が社会的地位低下の一過程となるなかで、若

年層が農場購入や婚姻資金をえるための一手段となった。

スウェーデン本国でも研究が手薄な状況。



本報告の対象であるフェーダ教区



第1世代：大農Anders Andersson(1745-1813)
●1772年前後にオールンダ(Orlunda)村の5/12 
マンタール農場(大農場)を取得し、騎兵扶養農
民となる。1772年にMaria Persdotter (1754-
1831)と結婚。

●長女・長男・次女の3人の子が生まれて成人
する。

注) Mは夫、Fは妻、Sは息子、Dは娘、を意味する。

図 オールンダ村 (1772年)

出典：Skeda socken Orlunda nr1-7, LMS,    
Hitoriska kartor. 



第2世代の社会的流動性
●長男は1806年に父から農場を継承し

 て騎兵扶養者となる。1830年代に同教

 区内のSlättbacka村の中農場を購入。

●長女と次女は、婚姻を通じて農民層を

  維持。

表1 大農Anders Anderssonの子供の社会的流動性

注)女性の階層名は、夫の階層名を記載した。

典拠：Kyrkoböcker, Familia; Kyrkoböcker Riksarkivet; Mantalslängder 1771-1860, Riksarkivet; 
Bouppteckningar, Hanekinds härad, Riksarkivet i Vadstena. 



第2世代：大農Peter Andersson(1777-1859)
●Orlunda村5/8マンタール農場に加えて、

 Slättbacka村1/4マンタール農場も所有

●1808年にMaria Persdotter (1754-1831)と結婚。

●10人の子が生まれ、うち8人が成人となる。

m

図 スレットバッカ村 (1829年)

出典：05-ska-93, REG, Hitoriska kartor. 



農民Peter Andersson(1777-1859)の遺産目録の一部

出典：Hanekinds härads arkiv, SE/VALA/01545/FII/19, s.885,  Riksarkivet.



大農Peter Anderssonの子供の社会的流動性                       表2 大農Peter Anderssonの子供の社会的流動性

典拠：Kyrkoböcker, Familia; Kyrkoböcker Riksarkivet; Mantals- och taxeringslängder 1820-1890, Riksarkivet i Vadstena;  
Bouppteckningar, Hanekinds härad, Riksarkivet i Vadstena. 

●8人全員農民層の地位を維持。騎兵扶養者関係者との婚姻の多さ。世襲農場は次女家

 族を通じて継承(次女の息子がその後継承。男性はライフサイクル耕作農期を経る傾向。



第2世代：Anna Andersdotter (1774-1844)
●1793年にフェーダ教区からVårdsberg教区に移動。同年、Johan Gustaf Brodin

 (1767-1819)と結婚。高価な免税地を購入していることから、富農であったと

 考えられる。

●10人の子が生まれ、うち7人が成人となる。このうち1人は31歳で他界。



長女Anna Andersdotterの子供の社会的流動性
                       表3  長女Anna Andersdotterの子供の社会的流動性

典拠：Kyrkoböcker, Familia; Kyrkoböcker Riksarkivet; Mantals- och taxeringslängder 1820-1890, Riksarkivet i Vadstena;  

●7人全員農民層の地位を維持(ただし次男は48歳以降は間借人として地位が低下し、最

終的には貧民として亡くなった)。騎兵扶養者や宿場管理者関係者との婚姻の多さ。

●長女の夫が破産した際、該当の宿場管理農場を七男がすぐに購入→系図から判明



第2世代：Magdalena Andersdotter (1781-1827)
●1798年にフェーダ教区の騎兵扶養者と結婚。1812年に死別した後、1813年

 に再び同教区の別の騎兵扶養者と結婚

●初婚時に4人の子供が生まれ、全員成人した。再婚時には7人が生まれたが、

成人したのは3人にとどまった。



次女Magdalena Andersdotterの子供の社会的流動性                       表4  次女Magdalena Andersdotterの子供の社会的流動性

典拠：Kyrkoböcker, Familia; Kyrkoböcker Riksarkivet; Mantals- och taxeringslängder 1820-1890, Riksarkivet i Vadstena;  

●6人が地位を維持(ただし次男は48歳以降は間借人として地位が低下)。騎兵扶養者関係者

との婚姻の多さ。再婚後の子供は、ライフサイクル耕作農期を経験している。

●四女のみ、夫が耕作農期を経て下層民の小屋住みとなったことから、地位の低下ともみな

 せるが、54歳以降は実父からの相続分の農地(1/16マンタール)の所有者であることから、地

位を維持したとも解釈しうる。なお、実父の再婚相手が7/16マンタール所有者。



Anders Andersson の系図をふまえた考察結果
■大農家系における次世代の社会的地位低下の回避策
①相続分の活用

②婚姻戦略：騎兵扶養者のネットワークの存在

 比較)先行研究での親族ネットワーク論・大農家間の婚姻慣行

③19世紀半ば以降については、ライフサイクル耕作農期間の活用→若年層

 の婚資・農場取得費用の取得促進、農場経営の学習機会の提供。

■系図学と農村史研究との接点(その意義)
①農場所有権の取引や農場の貸し借りについて、系図をふまえて調査・考

察をすることで、その背後にある家族・親族関係をより明確に把握しうる。

②大農層を中心に、将来の不確実性や市場経済化への対応において、家族・

 親族が果たした役割・機能について、把握がしやすくなる可能性。
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